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ト粗大化過程に分類することができる。そこで、本研究では、Fe-Cr-Ni 固溶体合金および Ti-Cu 金属間化合物合






















きない。(Fe0.8Cr0.2)80Ni20は fcc 構造であるため、Ni 濃度

















した。Fig. 2 に示すように、部分的に脱成分処理を施した試料の断面を観察したところ、いくつかの相 (hcp-Ti, 
Ti2Cu, TiCu）から形成されており、反応層中のTi, Cu濃度は階段状に変化した。 
Ti50Cu50前駆合金において、脱成分過程におけるMg溶湯中でのCuの拡散が律速段階となった。しかし、その

































Fig. 2: Ti50Cu50前駆合金を1013 KのMg溶湯へ180 s
浸漬した後のEPMA線分析結果 
Fig. 3: Fe24Cr6Ni70およびFe24Cr5M1Ni70 (M = V, Mo, 
Ti)前駆合金を943 KのMg溶湯へ30 s浸漬し、
得られたFe-Cr系多孔質金属 
= Al, V, Fe, Ni, Zr, Nb, Mo)として、Mg溶湯中に浸漬して多孔質Ti-Mを作製した。その結果、Tiよりも添加元素の
方が高融点の場合は、添加元素の表面拡散がTi原子の表面拡散より鈍いため、これがリガメントの粗大化に必要
な表面物移動の律速段階になると考えられる。本実験において最も融点が高いMoの添加により、最も微細なリ
ガメントサイズを有する多孔質 Ti が得られた。一方、Ti よりも融点が低い元素では、添加元素の表面拡散が Ti
原子の表面拡散より速くなり、Ti原子の表面拡散そのものが律速段階となるため、リガメントサイズはほとんど
変化しなかった。 
 
第6章 
 本章は本論文の総括である。 
